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2014年度工場見学会 終了報告 

 

2014年 6月 12日，13日に，リョービ株式会社様，マツダ株式会社様，株式会社今西製作所様のご協力を頂き，

今年度の工場見学会を実施した．初の試みとして，東海地区から足を運び難い中国地区の工場見学を一泊二日

で実施した．当日は，YFE 会員および鋳造カレッジ受講者からの参加も含め，13 社 30 名の方にご参加いただ

いた． 

初日の見学先，リョービ株式会社様 広島東工場に到着後，陶守工場長からご挨拶，岡田課長から会社概況

説明をいただいた．2006 年から稼動している広島東工場には鋳造工場と加工工場，金型製作工場，印刷機工

場があり，そのうち金型保全工区，鋳造工程，加工工程を見学さ

せていただいた．金型保全工区ではダイカスト型を固定，稼動型

と分けて保管しており，保管スペースの効率化をしている様子が

見ることが出来た．鋳造工程では，6 台ある 2500t の鋳造機で，

鋳造条件をモニタリングし，良品不良品を自動判別して流動して

いる様子を見ることが出来た．水通路を所有した薄肉基盤用ダイ

カスト部品を見た際に，非常に高い技術力を感じることが出来た． 

 

2 日目最初の見学先，マツダ株式会社様 本社工場では山我製造部長からご挨拶，工場概要説明をいただい

た．その後 2 班に別れ，金型保全工区と HPDC 工区を見学させていただいた．金型保全工区では，ダイカスト

型整備場を見学した．2.5mm という薄肉ダイカスト部品を製作するために，高真空・高速射出を可能とする金

型機能を毎ロット確認し，保証している工程を見学できた．非接触式の

多関節型三次元測定機を使用した形状確認を保全作業として行っており，

保全業務の意識の高さを実感した．HPDC 工程では 2250t で鋳造する自動

車のシリンダブロックの鋳造ラインを見学した．Skyactive のシリンダ

ブロックは排気量が違っても基本設計構想を共用化しており，加工基準

やクランプ位置の統一により後工程の段取り廃止を達成していた．製品

設計から製造まで含めたコンカレントエンジニアリングによるロス削減

の成果を見ることが出来た． 

 

昼食を挟み，2日目の次見学先である株式会社今西製作所様 矢賀工場に到着後，今西社長よりご挨拶，工

場概要説明を頂いた．今西製作所様では，車体組立用溶接治具の設計製作，ラピッドプロトタイピング（紙積

層，光造型），鋳造用金型製作を見学した．車体組立用溶接治具は 1 枚の

板材からプラモデルの様に複数の部品を取り出す方式で，無人 NC加工に

よる高能率化を実現しており，ユニークなアイデアを感じた．紙積層の

ラピッドプロトタイピングでは，専用紙をローラーで過熱接着しレーザ

ー光で切断して消失用パターンモデルを作成し，短納期の精密鋳造に対

応していた．消失用パターンモデル自体を接着し合うことで，大型サイ

ズへの対応も可能となる利点を知ることが出来た． 



今年度，東海支部 YFE懇話会として初の一泊二日工場見学会を企画したため，至らない面もあったが，皆様

のご協力のおかげで，3社見学に加えて懇親会での参加者同士の情報交換も無事終えることが出来た．各社独

自の高い技術力，工程構想を直接見ることが出来，参加者からの質疑応答も活発に行われた魅力ある工場

見学会にすることが出来たと思う． 

末筆ではありますが，工場見学の開催にあたり快く引き受けていただき丁寧な説明をしていただいたリョー

ビ株式会社様，マツダ株式会社様，株式会社今西製作所様に，厚く御礼申し上げます． 

（2014/06/30 報告 ヤマハ発動機 株式会社 山関 昌幸） 


